
平成３０年度　施策評価シート

理由

　東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催を契機とした人権啓発普及活動の取り組みを図るため、人権啓発用
「クリアファイル」を作成し、様々な機会を捉え広く区民に配布し啓発を行った。

「人権が尊重されている社会である」と思う区民の割合
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評価

Ｂ
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指　標　名

最終評価

○

78.0％
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基本目標

政策 530 世界の平和を願い、人権を尊重するまちをつくる

H32 H33 H34 H35 H36 H37H30 H31H29

指　標　名 「日常生活で差別がある」と思う区民の割合

区民と区が協働で「すみだ」をつくるⅤ

基準年(H28)

施策 531 人権教育・啓発を進める

施策の目標
　区民や区内の事業者が人権に対しての知識や意識を高め、人権尊重の考え方が
浸透した社会となっています。

１ 基本計画における成果指標の状況
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総事業費推移（千円）

47,577

66,676

　いまだに様々な人権問題が発生しており、最近ではインターネット上の人権侵害が増加す
るなど、人権を取り巻く状況は複雑化・多様化している。
　区、区民、事業者、関係団体等が連携しながら、社会状況の変化等により生じる新たな課
題を含めた様々な人権課題に取り組む必要がある。

H30

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

目標

３ 施策の評価及び判断理由

【上記の判断理由】

　社会状況の変化等により生じる新たな課題を含めた様々な人権課題に取り組むため、各関係機関と連携した取り組みを
行う必要がある。

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】
　オリンピック・パラリンピックの開催をひとつの契機と捉え、引き続きオリンピズムの根本原則に基づいた人権啓発に取り
組んでいく。

施策の戦略的方向性一次評価

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。



人権・同和対策事業 1,432

施策への関連性

73.4%

評価対象年度

目的に対する指標

人コスト
（千円）

歳　出
総　額

（千円）

1,776

17,418

108,312

0

0

73.4%

73.4%

当該事象発生の際に、早期
に対応する。

関連団体との連携により、
区民への人権尊重の普及啓
発が効果的に進めることが
できる。

62,167

乳幼児から高齢者まで幅広
い世代が利用できる施設で
あり、社会福祉会館を維持
管理し、施策の推進を図
る。
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歳　出
決算額

（千円）
事務事業名番号 年度目標値

年度実績値

1
墨田区いじめ問題調査委
員経費

0 1,776
現状維持

平成２８年度

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

直近の評価内容

評価結果

4

改善・見直し

平成２８年度

改善・見直し

平成２８年度

15,986

3 社会福祉会館事業 46,145
73.4%
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